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猿
翁
ア
ー
カ
イ
ブ
に
み
る
三
代
目
市
川
猿
之
助
の
世
界 

第
九
回
フ
ォ
ー
ラ
ム 〈
受
け
継
ぐ
〉

三
代
目
市
川
猿
之
助
（
二
代
目
猿
翁
）
か
ら
京
都
芸
術
大
学
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
貴
重
な
歌
舞
伎
関
係
資
料
を
も
と
に
、
三
代
目
猿
之

助
の
軌
跡
を
た
ど
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
第
九
回
目
は
２
０
２
４
年
９
月
21
日
に
春
秋
座
に
て
開
催
。
こ
こ
で
は
そ
の
講
義
を
採
録
す
る
。

　

三
代
目
市
川
猿
之
助（
二
代
目
猿
翁
）の
演
劇
活
動
の
根
底
に
は
祖
父
二
代
目
猿
之
助（
初
代
猿
翁
）の
教
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

伝
統
の
受
け
継
ぎ
方
が
芭
蕉
の
言
葉
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
た
三
代
目
猿
之
助
は
、
伝
統
に
は
変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
、

変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
独
自
の
歌
舞
伎
哲
学
を
掲
げ
た
。
猿
之
助
歌
舞
伎
の
三

本
柱
で
あ
る
「
古
典
の
新
演
出
」、「
古
狂
言
の
復
活
通
し
上
演
」、「
新
作
の
創
造
」
は
、
伝
統
と
の
格
闘
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

〈
企
画
者
の
こ
と
ば
〉

受
け
継
ぐ

レ
ク
チ
ャ
ー
採
録

　

三
代
目
猿
之
助
は
歌
舞
伎
歴
代
の
名
優
た
ち
を
、
創
造
作
品
を
残
し
た
「
創
造
者
」
と
古
来
の
型
を
継
承
し
な
が
ら
独
自
の
世
界
を

作
り
上
げ
た
「
表
現
者
」
に
大
別
し
、
自
身
は
後
世
に
自
分
の
作
品
が
残
る
「
創
造
者
」
で
あ
り
た
い
と
希
求
し
な
が
ら
、「
創
造
」
を

演
劇
活
動
の
柱
と
し
て
活
躍
し
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
伝
統
演
劇
の
限
り
な
い
可
能
性
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
た
。

　

家
の
芸
「
猿
之
助
四
十
八
撰
」
は
も
と
よ
り
、
三
代
目
猿
之
助
の
成
し
遂
げ
た
数
々
の
偉
業
を
、
私
た
ち
は
ど
う
受
け
継
い
で
い
く
か
。

何
を
受
け
継
い
で
い
く
べ
き
か
。
本
学
に
は
猿
翁
ア
ー
カ
イ
ブ
が
あ
る
。「
今
後
こ
れ
ら
の
資
料
が
歌
舞
伎
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
広
く
舞
台

芸
術
の
歴
史
の
一
部
と
し
て
後
世
の
参
考
に
な
れ
ば
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て
寄
贈
し
た
三
代
目
猿
之
助
の
願
い
を
無
駄
に
は
で
き
な
い
。

　

九
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
受
け
継
ぐ
」。
私
た
ち
は
、
時
代
の
風
と
切
り
結
ぶ
破
格
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
生
き
抜
い
た

三
代
目
猿
之
助
か
ら
学
べ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

田
口
章
子
（
企
画
／
京
都
芸
術
大
学
教
授
）

三
代
目
市
川
猿
之
助
（
二
代
目
市
川
猿
翁
）

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）
生
ま
れ
。
つ
ね
に
「
時
代
と
と
も
に
生
き
る
歌
舞
伎
」
を
め
ざ
し
、
伝
統
の
継
承
と
創
造
に
全
身
全
霊

を
か
け
て
走
り
続
け
て
い
る
。「
猿
翁
十
種
」を
は
じ
め
と
す
る
家
の
芸
の
継
承
は
も
と
よ
り
、『
義
経
千
本
桜
』『
加
賀
見
山
再
岩
藤
』

な
ど
の
古
典
歌
舞
伎
の
再
創
造
、『
菊
宴
月
白
浪
』『
競
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
古
劇
の
復
活
、さ
ら
に
は
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
や
『
新
・

三
国
志
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
の
創
造
ま
で
、
パ
ワ
フ
ル
な
活
動
は
み
ご
と
な
芸
術
的
完
成
を
見
せ
る
。
現
代
歌

舞
伎
に
多
彩
で
豊
穣
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
演
劇
活
動
の
中
か
ら
「
三
代
猿
之
助
四
十
八
撰
」
を
制
定
し
た
。
歌
舞
伎
に
か

け
る
熱
い
思
い
と
革
新
的
な
発
想
は
、
三
代
目
市
川
猿
之
助
が
育
て
た
弟
子
た
ち
に
も
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
平
成
24
年

新
橋
演
舞
場
に
お
い
て
、
祖
父
が
名
乗
っ
た
猿
翁
の
名
を
二
代
目
と
し
て
襲
名
。

京
都
芸
術
大
学
で
は
、
平
成
５
年
に
芸
術
学
部
教
授
、
平
成
12
年
〜
17
年
副
学
長
に
就
任
。
集
中
講
義
で
は
学
生
に
歌
舞
伎
の
実

技
実
演
指
導
も
行
な
っ
た
。
同
大
の
春
秋
座
に
は
徳
山
詳
直
前
理
事
長
と
と
も
に
劇
場
の
構
想
・
設
計
か
ら
関
わ
る
。
初
代
芸
術

監
督
と
し
て
、
杮
落
し
公
演
の
『
日
本
振
袖
始
』
は
じ
め
、
数
々
の
舞
台
を
企
画
し
出
演
し
た
。
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